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　  より，    で，

直線の傾きは　
 
  



傾きがの直線上の点は座標が増加

すれば座標は減少することから，

の長さは，点の座標に点の座標を

加えたもので，  　…①

　点を通り直線に平行な直線と軸との

交点をとすれば，の長さは，と同様

に点の座標に点の座標を加えたもので

あるから，  　　　　　…②

　
 

 

 と条件から

　 
 　　　　　　　　…③

また，△
 


 

 

と表せるので，③より　 。

①②から　  ，　

　　よって，　　　　    ，

　これを解いて，
 



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　とにおいて，

から，

から，　

　よって　　　　　　　　…①

点はともに長方形の頂点であるから，

　　　　　　　　  …②

　①，②より組の角がそれぞれ等しいから，　

　　

　辺上の点でである点をとし，

立体の体積を  

の面積をそれぞれ

        とする。

　立体は四角柱から

つの三角すい ，

を除いたもの，  ，

四角形と四角形の面積が等しいこと

から，これらのことから，
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　　　   　…①　が成り立つ。

　四角形の面積の値は，を用いて
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と表せ，①と 
 から，

　　　これを解いて，
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